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研究情報の名称 アルミニウム基複合材料の摩擦・摩耗特性とその解析技術 
概要 
軽量かつ高剛性の特徴を持つアルミニウム基複合材料は、車のエンジンシリン
ダなどの摺動部材料として期待されている。本研究では、各種アルミニウム基
複合材料の耐摩耗評価と摩耗メカニズムの解明を行い、最適な強化材の種類と
含有率を提示した。 
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アルミニウム基複
合材料の摩耗特性
の解明 
 
アルミニウム基複合
材料は、 
Al合金に比べ、 
・高強度 
・耐熱性 
を有する 
＜問題点＞ 
・摩擦特性・耐摩耗 
メカニズムが不明 
 
・表面強度解析技術 
の不足 
自己潤滑性・耐摩
耗性を有する無
潤滑環境下・特殊
環境下で使用可
能な摺動部材 
蓄積情報 
新材料 
 
低摩擦・耐摩耗特性
を有するための最
適な強化材と体積
含有率の提示 
シーズシーズ 
 
アルミニウム基複合材料 
 
・SiC-ウィスカ（2024Al） 
・Al2O3-短繊維（ADC12） 
・SiC-粒子（2024Al） 
 
広範囲に強化材の含有率
を変化させたものを使用 
 
 
材料の設計指針の
提示 
 
最適な 
・強化材の種類 
・強化材の含有率
 
①各種摩耗試験機 
・pin-on-disk 型摩耗試験機 
・往復摩耗試験機 
 
②表面強度解析技術 
・スクラッチ試験 
・超微小硬さ試験 
 
③表面観察・分析技術 
 
 
・耐摩耗評価技術 
・強化材単体のミクロ 
強度測定 
新技術 
＜研究目標＞ 
・低摩擦 
・耐摩耗 
を有する 
アルミニウム基
複合材料の提示 
アルミニウム基複合材料の強度評価
と機械部品への広範囲な応用 
摺動部材としての使用 
（精密機器・輸送機器） 
ピン・オン・ディスク摩耗試験機
